
　
日
本
国
憲
法
の
第
九
条（
戦
争
の
放
棄
）

の
大
切
さ
を
意
識
し
て
い
る
人
は
多
い
。

戦
争
が
は
じ
ま
っ
た
ら
、
戦
争
当
事
者
の

ど
ち
ら
か
が
や
め
た
い
と
思
っ
て
も
、
や

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
片
方
が
破
滅
す

る
ま
で
、
戦
争
は
つ
づ
く
。
こ
れ
は
、
現

在
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
も
、
イ
ス
ラ
エ

ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
戦
争
で
も
、
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
戦
争
に
よ
る
民
間
人
の
大
量
死

は
、
限
り
な
く
拡
大
す
る
。
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
戦
争
に
お
い
て
、
広
島
・
長
崎
が
核

兵
器
の
攻
撃
を
う
け
、
私
自
身
が
経
験
し

た
東
京
大
空
襲
を
は
じ
め
と
す
る
、
全
国

各
地
の
米
軍
に
よ
る
空
襲
で
、
ど
れ
ほ
ど

非
武
装
の
民
間
人
が
殺
さ
れ
た
か
を
思
い

起
こ
す
だ
け
で
も
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
国
際
的
に
は
、

一
九
二
八
年
に
、「
戦
争
放
棄
ニ
関
ス
ル

条
約
」（
別
名
「
パ
リ
不
戦
条
約
」）
が
つ

く
ら
れ
、
日
本
も
加
盟
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
い
か
な
る
法
律
で
も
、
条
約

で
も
、
そ
れ
を
守
る
強
力
で
、
広
範
な
運

動
が
続
か
な
い
か
ぎ
り
、
崩
さ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、日
本
国
憲
法
第
十
二
条
で
は
、

「
こ
の
憲
法
が
国
民
に
保
障
す
る
自
由
及

び
権
利
は
、
国
民
の
不
断
の
努
力
に
よ
っ

て
、こ
れ
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
定
め
て
い
る
。
不
戦
も
、
国
民
の
権
利

（
平
和
的
生
存
権
）
で
あ
る
。

　
こ
の
「
不
断
の
努
力
」
が
、
ど
れ
ほ
ど

行
わ
れ
て
い
る
か
を
、私
た
ち
は
、自
ら
、

常
に
問
い
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
国
民
の
「
不
断
の
努
力
」
を
支

え
る
、
国
民
の
日
本
国
憲
法
に
関
す
る
認

識
が
、
ど
の
程
度
か
も
問
題
に
な
る
。

　
私
は
、
専
門
が
教
育
学
で
あ
る
か
ら
、

中
学
や
高
校
で
、
憲
法
教
育
が
ど
の
程
度

行
わ
れ
て
い
る
か
を
、
四
〇
年
以
上
の
大

学
の
教
師
生
活
の
中
で
、
学
生
に
た
ず
ね

て
き
た
。
回
答
は
、
常
に
変
わ
ら
ず
、
憲

法
の
は
じ
め
の
部
分
―
「
前
文
」
か
、
第

一
章
「
天
皇
」
の
部
分
ま
で
で
、重
要
な
、

第
九
条
や
国
民
の
権
利
の
条
項
ま
で
学
ん

だ
例
は
な
か
っ
た
。

　
労
働
者
の
団
結
権
、
団
体
行
動
権
が
第

二
十
八
条
に
あ
る
事
も
知
ら
ず
に
、
日
本

の
若
者
は
就
職
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
組

合
加
入
者
が
少
な
い
の
は
当
然
か
も
し
れ

な
い
。

　
こ
う
い
う
、
憲
法
認
識
の
状
態
で
、
憲

法
改
定
の
国
民
投
票
が
行
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
国
民
投
票
以
前
の
問
題
が
、
す

で
に
深
刻
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
地
域
で
も
、
職

場
で
も
、
憲
法
学
習
の
あ
つ
ま
り
を
、
無

数
に
つ
く
っ
て
い
く
努
力
を
す
る
以
外

に
、
打
開
の
方
法
は
な
い
。

ふ
じ
た
　
ひ
で
お
/
立
正
大
学
名
誉
教
授
。

も
と
明
治
学
院
大
・
早
大
等
の
非
常
勤
講
師
。

東
京
湾
の
原
子
炉
か
ら
首
都
圏
を
守
る
会
代

表
。
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